
 

  

肛門から専用チューブを 6cm 程度入れ、炭酸ガスを注入し、大腸をふくらませた  

状態で腹部の CT 撮影を「仰向け」と「うつぶせ」で行います。 撮影した画像を    

専用パソコンで三次元画像解析し、大腸の疾患を見つける検査です。 

大腸検査には 大きく分けて注腸検査（バリウム検査）、大腸内視鏡検査があり  

ますが、CT 機器の進歩で大腸の観察が可能となりました。大腸内視鏡よりも苦痛

が少ない検査です。検査を正確に行うために、検査前日から検査食，大腸 CT用  

バリウム，下剤など服用が必要です。 

★下記の症状がありましたら大腸の精密検査を受ける事をおすすめします。 

便潜血検査が陽性，血便，便秘・下痢を繰り返す，便が細くなった， 

残便感が続く，腹部の違和感が続く など 

大腸 CT 検査のご案内 

◆ 大腸 CT 検査とは？ 

・外来で検査可能です。 

・予約～検査の流れ 

  診察(検査予約、説明) → 検査 → 検査結果説明 

・検査にかかる時間は、早い方で約 20 分です。 

（着替え，炭酸ガス注入，CT 撮影など含む） 

・大腸 CTは画像の解析に時間を要するため、検査結果は 3 週間以降となります。 

検査費用：約 10,000 円（3 割負担） 

       （検査食代を含む） 

◆ 大腸 CT 検査で何が分かるの？ 

医療法人社団 仁生会 甲南病院 

☎0748-86-3131  

 
血便，便秘，下痢などの症状の原因となる大腸ポリープ、大腸がんなどを見つける

ことができます。 

ポリープ 10mm 

仮想内視鏡像 

仮想注腸像 

大腸がん 大腸がん 

腸管展開画像 


